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令和７年６月定例教育委員会会議録 

 

１ 日  時  令和 7 年６月２６日（木） 午後３時～午後４時２０分 

 

２ 場  所  氷見市役所 教育委員会室 

 

３ 出 席 者  有島洋之教育長、湖東政俊職務代理者、關野洋香委員、圓山留美委員、佐原孝信委員 

 

４ 職務のため出席した事務局員 

萩原教育次長、西参事、尾山学校教育課長、小谷文化振興課長（兼博物館長、図書館長）、 

長谷川スポーツ振興課長、森谷教育総合センター所長、坂下学校給食センター所長、 

薮下学校教育課長補佐、砂山文化振興課長補佐、田邊スポーツ振興課長補佐 

 

５ 協議事項 

【付議案件】 

（1）  案件第１号 令和８年度国・県要望について（学校教育課ほか） 

（2）  案件第２号 審査請求に対する裁決書（案）について（学校教育課） 

（3）  案件第３号 氷見市立図書館協議会委員の任命について（図書館） 

 

【報告案件】 

（１） 報告第１号 令和７年度氷見市教育総合センター研修事業について（教育総合センター） 

（２） 報告第２号 ７月１４日（祇園祭りの日）児童・生徒が「ふるさと氷見に親しむ日」の実施について 

（博物館） 

６ 会議内容 

（１） 教育長の挨拶 

（２） 教育長の報告 

令和７年５月３０日（金）から６月２６日（木）までの教育委員会所管事項を、有島教育長

が報告した。６月市議会定例会の質問については担当課長が説明した。 

 

（３） 協議内容 

案件第１号は担当課長が、案件第２号は尾山学校教育課長が、案件第３号は小谷図書館長が

説明し、それぞれ可決された。報告案件について報告第１号は森谷教育総合センター所長が、報

告第２号は小谷博物館長が説明・報告した。 

 

[質疑応答] 

・６月市議会定例会について 
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「外国語教育の推進と外国人児童生徒への支援体制について」であるが、外国人相

談員は資格が必要か。 

 

特段の資格は必要なく、英語や中国語等が堪能であればよい。 

 

「外国語教育の推進と外国人児童生徒への支援体制について」のうち、「地域資源

を活用した外国語教育の推進について」であるが、「We Love HIMI！」はどの程度

使用されているのか。 

 

「We Love HIMI！」は氷見の故郷を代表するものについて英語で紹介した教材であ

る。ALT に対して写真や文章で氷見の魅力を紹介するなど、授業の中で活用してい

る。また、今年度は「We Love HIMI！」をデジタル版に改訂できないか検討してい

る。著作権の問題などについて調整しながら進めている。 

 

良い教材だと思うのだが、決められた授業時間数の中どのように活用するか先生方

も苦労をしておられるのではないか。 

 

先生方に負担になっているかどうか。教科書とうまくリンクして利用できれば良い。 

 

芸術文化館等について英語で皆さんに知らせることなどにも活用できれば良いが、

授業時間数との兼ね合いが難しいのではないかと考え質問した。 

 

「デジタル教科書の導入の可否について」であるが、紙とデジタルどちらも良さがあ

る。ハイブリットとなった場合、文部科学省は両方とも無償で提供する方針は出てい

るのか。 

 

今のところ、そこまでの情報は出ていない。 

 

小学校が令和５年度に教科書選定が終わった。４年周期のため、次回は令和９年度

の予定である。中学校は令和６年度であったため、次回は令和１０年度の予定であ

る。それまでに国の方向性が出ると考えている。それぞれのメリット・デメリットを調査

研究し、教育委員会で採択していただくこととなる。 

 

紙とデジタルを両方検討するとなると、選定委員は倍の労力がかかる。 

 

国が行う教科書検定の段階から、ハイブリットとなった場合にどのような形を認めるか

が検討されると思われる。その結果を受けて調査研究したものを見ていただきなが

ら、教育委員会で採択していただく。併用するとなると紙もデジタルも両方無償は難

しいのではないかと思われるので、その事も含めて国の動きを注視する必要があ

る。 

 

以前、各学校へ教科の希望を取り無償でデジタル教科書を配付したことがあるが、

現在も続いているのか。 

 

現在、英語は全校に、数学は半数の学校に配付している。数学については、毎年配

付する学校は交代となっている。 

 

ライセンスの関係で、デジタル版は原則１年しか使用できないが、紙の教科書はず
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っと使うことができる。 

 

国では現在、中央教育審議会のまとめが出たところであり、これから何らかの動きが

出てくると思われる。 

 

 

・祇園祭りについて 
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「祇園祭」に「り」が表記されているが、氷見の祇園祭は「り」が付くということで良いの

か。 

 

初期の資料の作成時に、有識者である当時の博物館長と相談してこの名称とした。そ

れ以降この名称となっている。 

 

「ごんこん祭り」も「まるまげ祭り」も「り」が付いており、「唐島祭」だけが付いていない。 

京都の「祇園祭」は付いていない。氷見の特色であるということで了解した。 

 

１４日は博物館が休館日であったが、ふるさと氷見を大切にしたいとの思いもあり、開

館することとなった。多くの子供たちに博物館へ見学に来てほしい。 

 

１３日からの「ひみ祇園祭りクエスト」は今年初めての試みか。 

 

これまで、読み聞かせを行うなど様々の取組みを行ってきたが、新たな試みとして担

当の職員のアイデアを採用して探検をやってみようということになった。 

 

多くの参加があれば良い。 

 

児童生徒は、１４日は午後放課となるので、１３日に来た子供たちの口コミで博物館に

来てくれればよいと思っている。 

 

（４）  7 月の行事予定を各所属長等が説明した。 

（５） 8 月の定例教育委員会議の開催を 8 月 28 日（木）午後３時に決定した。 

（６） 閉  会  午後４時２０分 
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